
   

 

 

【立川市食べきり協力店】こんな取り組みはじめました。 

平成28年 12月より、「食品ロス」を減らすための取り組みの一つとして、

宴会や外食での食べ残しの削減に取り込む飲食店等を「立川市食べきり協力

店」として、市民の皆さんへ広く利用を呼びかけるという事業を開始しまし

た。 

 「食べきり協力店」とは、お客さまの要望

に応じて料理の量を調整したり、お持ち帰り

容器の提供や残さず食べきった場合の特典の

付与など、食べ残しを減らすための取り組み

に協力いただける市内の飲食店・宿泊施設。 

 日本では、「食べ残し」など、本来食べら

れるのに廃棄されてしまう食品（「食品ロ

ス」）が年間約 632 万トンも発生していま

す。これは、世界中から途上国などへ向け

られた食糧援助量（約320万トン）の約2

倍にも相当し、日本人 1 人あたりお茶碗１

杯分の食べ物を毎日捨てていることにあた

ります。 

 
外食時は、食べれる分だけ注文して残さず

食べる。食べきれなかった時は、お店の人に

確認して持ち帰るようにしましょう。もちろ

ん、日頃から食べきれる分だけを作って、食

べきるようにしましょう。 

 

 

 
 

 

●乾杯後30分間と閉会前10分間は、席を

立たずに料理を楽しみましょう 

●食べきれない料理は仲間と食べきろう 

●宴会中は、「おいしく食べきりましょう」

と声かけをしよう 

●それでも、食べきれなかった料理は、お店

の方に確認して持ち帰りましょう 

などを心がけてください。 

 

市民のみなさん、事業者のみなさんと立川

市が一体となってまだ食べられるのに廃棄

される食品ロスを減らしましょう 

 

パーティや宴会などできをつけること 

 

 ごみの減量に関するお問い合わせは…ごみ対策課ごみ減量推進係  電話 523-2111 内線 6748  

 

 

 

立川市総合リサイクルセンターだより 

南口西通り西会商店会 

 2012 年から商店会・大学生・小学生が協

働で、ペットボトルを再利用するリサイクル

イルミネーション事業を開催しています。 

４年生以下の小学生と園児がペットボトル

に絵を描き、上級生は大学生と商店会メンバ

ーと取り付け作業を行い、ペットボトルリサ

イクルイルミネーションが完成します。 

飲み終わったペットボトルも再利用する事

で、きれいなイルミネーションに生まれ変わ

り形を変えれば家の中のインテリアにもなる

とか・・・。 

「大人をギャフン！と言わすイルミネーショ

ンを作ろうよ！」と言うことで始まったのが

このイルミネーション事業。 

「商店会のメンバーと大学生・小学生による

手作りイルミネーションです。ペットボトル

に乱反射する LED の光がぬくもりのある輝

きを放ち夜の街を照らします。」の言葉に多く

の方が足を止めて、イルミネーションを楽し

んでいるそうです。 

ペットボトルが作るぬくもりの光、リサイク

ルイルミネーションを楽しんでみませんか？ 

立川駅南口の通りを照らすやさしいエコな光 

点灯時間 17：00～24：00 

（201７年3月下旬まで点灯予定） 

 

下準備作業中 

取り付け作業 

昼間のペットボトル 
リサイクルイルミネーション 



 

 

 

 平成28年 11月 5 日・6日の２日間、国

営昭和記念公園にて、「たちかわ楽市2016」

が開催されました。 

昨年度行ったぬいぐるみに加えて、靴・か

ばんの特別回収を実施したところ、ぬいぐる

み・靴・かばんを手にした人や回収品の中か

ら気にいったものを持って帰る人など、たく

さんの人に足を運んでいただき、喜びの声も

たくさんいただきました。今年度はマイバッ

グに関するアンケートを実施し、答えてくれ

た人に、たちかわ交流大使「山下洋輔氏」監

修によるプリントデザインのマイバッグを

配布しました。大盛況で配布開始早々に終了

となってしまいました。毎年、好評の完熟た

い肥も2日間で1,000袋を配布することが

できました。創価大学生の取り組み「幸せお

すそわけプロジェクト」についても、高齢者

から若い学生世代まで興味深く話を聞いて

いる姿が印象的でした。 

 ２日間ともに天候に恵まれ、たくさんの人

にご来場いただきました。  

ありがとうございました。 

スプレー缶・カセットボンベの出し方 

 

ペットボトルの出し方 

 

①キャップをはずす ②ラベルをはがす ③中を洗って ④横につぶす 

 きれいにすすぎましょう！ 

子ども・高齢者・外国人、様々な

人達が回収品を持ち帰ってくれま

した。集まった回収品は、海外でリ

ユースされました。 

今年も大好評でした。「毎年楽しみに

しています」と言ってくれる人、「野菜・

お花の育ちが違うのよ」と喜んでくれる

人、うれしい言葉をいただきました。 

食品ロスに関心のある人も増えているようです。 

がんばるよう激励してくれる人もいました。 

「燃やせないごみ」に混入しているスプレー缶や使い捨てライターが原因と思われる収集車内での火災事故が発生しています。 

スプレー缶・カセットボンベは穴をあけて、

「缶」の収集日に出してください。 

中身が残っていると収集や処理過程で、爆

発や火災の原因になります。 

45ℓまでの透明又は

半透明の袋に入れて 


